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小平のハンバー
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知的障害者授産施設｢~ほっぷすてっぷ｣で手作IJ ､ー::: "i.:拝･班H.::-I::I:堅::･･･キ
ヽしナ.モ

【小平】町立の知的障害者授産施設rほ
っぷすてっぷ｣が､小平産黒毛和牛肉の手作りハンバーグを東京･有薬町の道産品販売拠点Tどさんこプラザ｣に出荷し'好評を得ている｡土産としても重宝されへ障害者たちの励みになっている｡(上村実生)
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とろける味ロコーミで広がる
.同施設は今年四月｢町

内鬼鹿にオープンした｡町内の農家で飼育している黒毛和牛の肉を使ったハンバーグは'これまで隣接嘉的障害者入所施設｢おにじか更生園｣
.p作っていたが､新施設･に套川蔵庫が備わった

ことで添加物を使わない

日別mmmnhmmm矧

∵･.沌-

大沢潮昭施設長は｢全国の授産施設の官金は月平均1万円少しだが､LnPはハンバ｣クの栗行きがいいので二万円は敬える｡施設利用者にとって

畢晶を大男に袈造して冷凍し､些冗以外にも山m帯できる妄つになったという｡

和牛の柔らかyt. 'dとろ
けるような美味に引かれた百貨店の丸井今井(礼幌)のバイヤトを通しtrどさ轟きフザ｣で八月末から誓箸始めたバ本州での常時版籍読めてだったが1　｢東京でも勝負できるおいしさ｣とバイヤ-が潜断したためだ｡　七

｢プラザ｣∴からの注文
は1個百二十呼のハンバ4,-クを五十個単位で受けている｡.出足.uそ鈍かったがへひとたび売れ出す

と'最近は1週間から十日間程度で売り切り､追加注文が来るようになった｡丸井今井は来年必お中元からギフト商品のカタログに入れるという｡
また､小平の姉妹都市

の寒尻･小平(こだいら)市をE民ほっりなどで即愚巧.首都圏在住の小平町出身者でつくる東京小平会の会員の間でも･｢おいし更とのロコkrが広まり'･lit支が来る妄つになった.9

十月天からは'カラフ
ルな移動販売車にハンバーグなどの食品類を載せ､由所管内各地や旭川市内での販売も始めた｡

村村瞥軍.'r毒や璽･.寿賀至芸芝を萄芳鼓芳宗小T.慕

喝小平の特産品ができ'･東京で売れていることも､日々の作業の歯みになっている妄つだ｣と写んでいる｡
ハンバーグの販売価格

は豊明管内や旭川では一個二百円､東京では岡三百八十円｡問い合わせは｢ほっぷすてっぷ｣℡0164･57･l188へ｡

小平産の牛肉でハンバーグを手作りする｢ほっぷすてっぷ｣.の利用者


